
歌
の
周
辺

大
学
卒
業
と
同
時
に
結
婚
し
、
市
川
市
の
国
府
台
に
近
い
木
造
ア
パ
ー

ト
「
根
本
荘
」
に
住
ん
だ
。
二
年
後
、
長
女
が
生
ま
れ
た
。
赤
ち
ゃ
ん

は
目
覚
め
て
か
ら
泣
く
の
で
は
な
く
、
目
覚
め
な
が
ら
泣
く
。
つ
ま
り

感
情
で
泣
く
の
で
は
な
く
、
生
命
そ
の
も
の
が
泣
き
声
を
あ
げ
る
の
だ
、

と
知
っ
て
新
鮮
な
気
持
ち
に
な
っ
た
。

そ
の
こ
ろ
わ
が
部
屋
の
窓
辺
に
木き

箱ば
こ

を
置
き
、
土
を
盛
っ
て
朝
顔
を
育

て
た
。
み
ど
り
ご
が
北
半
球
の
一
点
・
根
本
荘
で
泣
き
な
が
ら
目
覚
め

る
と
、
窓
辺
に
咲
い
た
白
い
朝
顔
の
花
が
涼
し
げ
に
見
守
っ
て
い
た
。

六
畳
の
部
屋
、
四
畳
半
の
部
屋
、
小
さ
な
台
所
▉
▊
そ
れ
だ
け
の
慎
ま

し
い
ア
パ
ー
ト
生
活
だ
っ
た
。 

（
高
野
公
彦
）
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二
〇
二
三
年
コ
ス
モ
ス
全
国
大
会
の
お
知
ら
せ
と
申
し
込
み
要
項

コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
こ
こ
三
年
は
全
国
大
会
を
紙
上
で
行
っ
て
き
ま
し
た
が
︑
今
年
は
久
し
ぶ
り
に
一
堂
に
会
し
て
開
催
す
る
こ
と
が

で
き
る
見
通
し
が
立
っ
て
き
ま
し
た
︒
皆
様
ど
う
ぞ
奮
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
︒
な
お
︑
宿
泊
を
希
望
さ
れ
る
方
は
各
自
で
手
配
な
さ

っ
て
く
だ
さ
い
︒
会
場
の
ア
ル
カ
デ
ィ
ア
市
ヶ

谷
に
も
宿
泊
で
き
ま
す
が
︑
約
四
十
室
︵
シ
ン
グ
ル
・
ツ
イ
ン
・
ダ
ブ
ル
合
計
︶
し
か

あ
り
ま
せ
ん
の
で
︑
お
早
め
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
︒
七
月
末
ま
で
は
一
般
の
宿
泊
者
を
断
っ
て
も
ら
い
ま
す
の
で
︑
お
申
し
込
み

の
際
は
﹁
コ
ス
モ
ス
全
国
大
会
参
加
者
﹂
と
言
い
添
え
て
く
だ
さ
い
︒
満
室
後
は
近
隣
の
ホ
テ
ル
へ
の
宿
泊
を
お
願
い
致
し
ま
す
︒

記

日

時

令
和
五
年
十
月
八
日
︵
日
︶
～
九
日
︵
月
︶

会

場

ア
ル
カ
デ
ィ
ア
市
ヶ

谷

東
京
都
千
代
田
区
九
段
北
四
︱

二
︱
二
五

℡

〇
三
︵
三
二
六
一
︶
九
九
二
一

＊
ア
ク
セ
ス
⁝
・
Ｊ
Ｒ
中
央
線
ま
た
は
地
下
鉄
有
楽
町
線
・
南
北
線
・

新
宿
線
︿
市
ヶ

谷
駅
﹀
か
ら
徒
歩
三
分

会

費

二
二
︑
〇
〇
〇
円
︵
申
込
時
に
全
額
振
込
︶

申

込

普
通
葉
書
に
次
の
事
項
を
楷
書
で
明
記
の
上
︑
左
記
事
務
局

宛
に
お
送
り
く
だ
さ
い
︒

①
未
発
表
作
品
一
首
(新
仮
名
の
方
は
﹁
新
仮
名
﹂
と
朱
記
︶

②
氏
名
・
性
別
・
年
齢

③
郵
便
番
号
・
住
所
︵
都
道
府
県
も
忘
れ
ず
に
︶

④
電
話
番
号

申

込

先

〒
一
七
三
袞
〇
〇
三
七

東
京
都
板
橋
区
小
茂
根
三
袞
九
袞
八
袞
一
〇
六

桑
原
正
紀
方

コ
ス
モ
ス
全
国
大
会
事
務
局

振

込

先

郵
便
振
替
口
座

〇
〇
一
一
〇
袞
三
袞
一
〇
八
六
〇

コ
ス
モ
ス
短
歌
会
︵
全
国
大
会
費
と
明
記
︶

定

員

一
五
〇
名

締

切

八
月
七
日
︵
厳
守
で
お
願
い
し
ま
す
︶

日

程

十
月
八
日
︵
日
︶

受

付

11
時
30
分
～

開

会

12
時
30
分

講

演

栗
木
京
子
氏
﹁
現
代
を
映
し
出
す
歌
﹂

13
時
～
14
時
30
分

グ
ル
ー
プ
歌
会
Ⅰ

15
時
30
分
～
16
時
30
分

題
詠
実
作

16
時
30
分
～
18
時
30
分

懇
親
会

18
時
30
分
～
20
時
30
分

十
月
九
日
︵
月
︶

グ
ル
ー
プ
歌
会
Ⅱ

�

時
30
分
～
11
時
30
分

総
評
・
表
彰

11
時
50
分
～
12
時
20
分

さ
よ
な
ら
パ
ー
テ
ィ
ー

12
時
30
分
～
14
時
30
分

閉

会

14
時
30
分



高
野
公
彦
う
た
紀
行
・
17

み
ど
り
ご
は
泣
き
つ
つ
目
ざ
む
ひ
え
び
え
と

北
半
球
に
あ
さ
が
ほ
ひ
ら
き

　

▉
▊
『
汽
水
の
光
』

（
写
真
・
木
畑
紀
子
）

【
鑑
賞
】
み
ど
り
ご
が
泣
き
、
あ
さ
が
お
の
ひ
ら
く

夏
の
朝
で
あ
る
。
あ
さ
が
お
の
景
と
し
て
大
き
す
ぎ

る
北
半
球
に
驚
く
が
、
三
句
「
ひ
え
び
え
と
」
に
留

意
し
た
い
。
冷
や
や
か
な
こ
の
辞
句
が
一
首
を
領
し
、

あ
さ
が
お
も
、
み
ど
り
ご
も
、
北
半
球
さ
え
も
冷
や

し
て
、
命
の
質
を
た
だ
す
の
だ
。
生
活
の
光
景
で
あ

り
な
が
ら
、
一
首
に
特
質
を
帯
び
た
詩
精
神
を
見
る

の
は
、「
ひ
え
び
え
と
」
の
措
辞
か
ら
の
よ
う
に
思

わ
れ
る
。 

（
原
賀
瓔
子
）
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盾形銅鏡（富雄丸山古墳　奈良市丸山）
　類例のない盾形銅鏡と国内最大の鉄剣が見つかった，国内最大の
円墳の富雄丸山古墳。築造された時代は，中国の史書に日本に関す
る記述のない「空白の 4世紀」と呼ばれ，被葬者もわかっていない。
富雄丸山古墳は，わが家から 300 メートルあまり東にある。
　2023 年 1 月 28 日午前，一般公開に先だち地元優先の現地説明会
に参加。富雄丸山古墳の発掘調査（第 6次）でアッと驚かされる，
古墳時代の最高傑作の盾形銅鏡が目の前で見られた。テントの下の
机の上の盾形銅鏡は，長さ約 64 センチ，幅約 31 センチ。盾形銅鏡
の裏面には神像や霊獣をあしらった精緻な円形文様などが表現され
ている。また中央に突起状の鈕

ちゆう

という紐を通す穴まで見えた。鏡の
表はつるりとして，ここにも模様が表現されている。
　鉄剣は保存処理中で出土品は見られなかったが，原寸大パネルに
よると全長約 267 センチ，蛇行剣と記されている。
　盾形銅鏡と鉄剣は「造り出し」部分の埋葬施設の粘土槨

かく

から出土。
その出土現地にたたずみ，被葬者を誰だろうかと思う。

（写真・解説　川村　秀子）


